第11回福岡市障がい児・者美術展

去る10月4日（木）から10月９日（火）の6日間、福岡アジア美術館において「第11回福岡市障がい児・者美術展」が開催されました。今年度も「えがく」「もじ」「あそぶ」の一般の部（3部門）と小中学生の部での作品募集をしたところ、昨年度を上回る542点もの作品が出品されました。会場の福岡アジア美術館企画ギャラリーには今年も色鮮やか作品が展示されました。期間中、台風接近などもあり来場者数に影響するのではと心配しましたが、1,167人の方にご来場いただきました。また、期間中、小中学生の部では、市民投票が行われ、来場者の皆様に投票と共に作品に対する感想などのコメントもいただきました。コメントについては、とりまとめを行い作者の皆様にお渡しする予定です。皆様からいただいたコメント一つ一つが作者の皆さんの次回の作成意欲に繋がるものだと思います。来場者の中には、外国の方も数多く来場され熱心に作品に見入っていらっしゃいました。他の来場者の方からは「素晴らしいですね」「感動しました」「とても上手ですね」「かわいいです」「発想がすごい」など様々な感想をいただきました。
[bookmark: _GoBack]今回も一般の部の中から各分野の専門家により50点の「コアサイド・アート賞」が選出されました。また同時に、小中学生の部では11点の市民賞が選出されました。今回選出された61点の作品につきましては、12月２日（日）に「表彰式」を福岡市市民プラザのふくふくホールで開催予定です。その後12月10日（月）から16日（日）まで天神の新天町にあるギャラリー風にて「入賞作品展」が開催されます。観覧無料ですので、ぜひ、お立ち寄り下さい。
